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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月19日(2016.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口金と、中心軸線に沿って延びる貫通孔を有する筒状のヒートシンクと、該ヒートシン
クの側面に配置された基板と、該基板に装着されたＬＥＤ素子と、前記口金と前記ヒート
シンクの間に配置された冷却ファンと、該冷却ファンを覆う筐体と、前記基板と前記ＬＥ
Ｄ素子を覆う透光性のカバーと、を有し、前記冷却ファンの中心軸線と前記ヒートシンク
の中心軸線はランプの中心軸線に整合しており、
　前記冷却ファンはモータと該モータの周囲に形成された環状の空気流路と該空気流路に
設けられた回転羽根を有する軸流ファンであり、
　前記ヒートシンクは、同心状に配置された内側筒状部と外側筒状部を有し、前記内側筒
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状部の内側に中心貫通孔が形成され、前記内側筒状部と前記外側筒状部の間に管状貫通孔
が形成され、前記中心貫通孔は前記モータに対応して配置され、前記管状貫通孔は前記環
状の空気流路に対応して配置され、前記中心貫通孔の断面の寸法は前記モータの断面の寸
法に対応しており、前記管状貫通孔の断面の寸法は前記環状の空気流路の断面の寸法に対
応していること特徴とするＬＥＤランプ。
【請求項２】
　請求項１又は２記載のＬＥＤランプにおいて、
　前記カバーは、前記ヒートシンクを覆うように形成され、前記口金と反対側の端部に空
気排出孔を有し、前記冷却ファンからの冷却用空気は、前記ヒートシンクの管状貫通孔を
通り前記カバーの空気排出孔を経由して外部に導かれるように構成されていることを特徴
とするＬＥＤランプ。
【請求項３】
　請求項１又は２記載のＬＥＤランプにおいて、
前記カバーは、前記中心貫通孔のトップ側端部を塞ぐように構成されていることを特徴と
するＬＥＤランプ。
【請求項４】
　請求項２又は３記載のＬＥＤランプにおいて、
　前記冷却ファンの空気流路と前記管状貫通孔と前記カバーの空気排出孔はランプの中心
軸線に平行な軸線に沿って一直線状に延びていることを特徴とするＬＥＤランプ。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項記載のＬＥＤランプにおいて、
　前記内側筒状部と前記外側筒状部の間に放射部が配置され、該放射部は円周方向に沿っ
て等角度間隔に配置されていることを特徴とするＬＥＤランプ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項記載のＬＥＤランプにおいて、
　前記外側筒状部の内面にフィンが形成されていることを特徴とするＬＥＤランプ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項記載のＬＥＤランプにおいて、
　前記ヒートシンクは押出一体成形品であること特徴とするＬＥＤランプ。
【請求項８】
　モータと回転羽根を有する軸流ファン型の冷却ファンを備えたＬＥＤランプ用のヒート
シンクにおいて、
　内側筒状部と、該内側筒状部を囲むように且つ該内側筒状部と同心的に配置された外側
筒状部と、前記内側筒状部と前記外側筒状部の間に放射状に設けられた放射部とを有し、
前記外側筒状部の外面にＬＥＤ素子を備えた基板が装着され、前記内側筒状部によって軸
線方向に延びる中心貫通孔が形成され、前記内側筒状部と前記外側筒状部の間に軸線方向
に延びる管状貫通孔が形成され、
　前記中心貫通孔の断面の寸法は前記モータの断面の寸法に対応しており、前記管状貫通
孔の断面の寸法は前記モータの周囲の環状の空気流路の断面の寸法に対応していること特
徴とするヒートシンク。
【請求項９】
　請求項８記載のヒートシンクにおいて、
　前記外側筒状部の内面にフィンが設けられていることを特徴とするヒートシンク。
【請求項１０】
　請求項８又は９記載のヒートシンクにおいて、
　押出一体成形品であること特徴とするヒートシンク。
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